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はしがき
知能自動車の知能処理は将来のシステムLSIの応用として期待されている.知
能自動車-の応用が実現可能となれば,ありとあらゆるリアルワールド応用が
可能になる｡すなわち,知能自動車はリアルワールド応用に必要なほとんどの
基本テクノロジーを含んでいる｡一例として,走行中の危険を未然に検出し,響
報を与えるためには,一連の高度な知能処理を行う必要がある｡また,このよう
なシステムの実現には,システムLSIのハイレベル階層の開発技術要素を研究す
る上での好例となる.
本研究ではこのような観点から,主に以下の要素技術に関する研究を行った.
1.高安全知能自動車用VLSIプロセッサチップフアミリの形成
高安全知能自動車のための世界最高性能VL S Iプロセッサチップフアミリ
の開発を行った｡これらは,ステレオビジョンⅧSIプロセッサ,オプティカル
フロー処理VLSIプロセッサ,軌道計画VLSIプロセッサ,確率推論に基づく軌
道予測などであった｡これらのVLSIコンピューティングの計算量減少を目的と
した, VLSI向きアルゴリズムレベルも考察した.
また,システムLSIの実用化を推進する1つの方策として,現在のFPGAの性
能をはるかに超えるフィールドプログラマブルVLSIの開発も行った｡
2.システムインテグレーションと知能アルゴリズム
リアルワールドの環境情報をセンシングし,将来起こるであろう希境の変化
を予測することが必要である.これは,リアルワールドに働きかける機械的動
作速度が環境の変化速度と比較してかなり遅いため,予測により機械的な先行
動作をする必要があるためである.計測値にも予測値にも誤差が含まれるため,
このことを十分考慮したシステムインテグレーションが重要であり,一定サン
プル周期毎に同一処理を繰返すリアルワールド信号処理をモデルを構築し,サ
ンプル周期の満たすべき要件を考察した.
3. VLS Iプロセッサの構成理論
近年のVLSIにおいては,配鍬こ起因する遅延や電力消費などの問題が深刻に
なっている｡メモリと演算部との間の配線による性能ボトルネックを解決する
ため,記憶と演算を一体化させたロジックインメモリアーキテクチャに基づく
vLSIプロセッサの構成法を提案し,その有用性を実証した｡まず,リニアアレ-
やバス構造などの簡単な相互結合回路網を有するロジックインメモリアーキテ
クチャモデルにおいて,ハードウェア量制約下での処理時間電力最小化問題の
解法を考察した｡モジュール間転送時間はアロケーションに依存するため,アロ
ケーションとスケジューリングは互いに不可分の関係にある｡可能解のクロッ
クステップ数の下限はクリティカルパスから求められることに着目した分枝限
定法に基づく探索法を提案している｡また,前述の大規模間居に対する解絵と
して遺伝的アルゴリズムを考察している｡アロケーション情報は個体に与え,ス
ケジューリングはデータ依存関係を満たしながら最も早いクロックステップ-
割当てることにより,交叉による致死遺伝子の発生を抑制できることを示して
いる｡次に,ハードウェア量制約と処理時間制約の下での動的消費電力最小化
間膚-の拡張も検討した｡
これらも含めた一般化されたVLS Iプロセッサのハイレベルシンセシス問
題-の拡張も行い,高安全知能自動車用VLSIプロセッサの具体例を通して,以
下のような最適化問題に対し実用的な段階により近づけることができた.
･ ｢チップ面積制約下での,チップ面積の最小化｣
･ ｢演算遅れ時間制約下での,チップ面積最小化｣
･ ｢チップ面積と処理時間制約下で消費エネルギーの最小化｣
以上の考察から､システムLSIの基盤技術の形成に少なからず貢献できるも
のと考えられ､ここにその成果を報告する次第である｡
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